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（５）航空機市場・技術研究会事業



H２２年度『航空機」市場・技術研究会

・・・活動報告・・・



☆航空機研究会の目指すもの☆

・世界の航空機機体メーカ、部品メーカに対し、

宮城県内企業の参入を実現する。

・‘１２．０３．までの研究会活動を通じて醸成し・‘１２．０３．までの研究会活動を通じて醸成し

た企業連携ネットワークが自立化し、その後の
受注活動の核となる。（共同受注体の形成）

・共同受注体に於いて、サプライチェーンを確立
し、航空機器産業メーカへ完結品納入を実現
する。



H２１年 ８月３１日 《設立総会》運営委員選出・会長副会長選出・取組方針活動計画説明 ◆

第１回 ・３３社
・１０団体 東北大学大学院工学研究科航空宇宙工学専攻　教授 中橋 和博　氏
⇒６４名 ２．”ＩＨＩの航空宇宙事業の概要と相馬工場の役割” ◆

株式会社ＩＨＩ航空宇宙事業本部　相馬事業所　　 所長 松本 直士　氏
（設立交流会：１７：００～１９：００）

１０月２６日 １．”航空機整備に関するセミナー” ◆
・２７社 株式会社　ジャムコ 航空機整備カンパニー仙台整備工場担当部長 伊田 幸男　氏
・６団体 ２．《講習会》品質マネジメントＪＩＳＱ９１００　第１回
⇒５４名 Ｑ－マネジメントテクノ　代表 村田 稔　　 氏 ◆

３．会員企業によるニーズ・シーズ交換会
◆ 会員企業間の連携を醸成

１１月２４日 ◎株式会社ジャム コ　仙台整備工場　見学会 ◆
・２０社 航空機の整備とは、どのようなものかを知る
・６団体 特殊工程の重要性を学ぶ （ 見学 者 感想 ）

⇒３０名 工場内のセキュリティ確保の仕組みと運用を学ぶ ・

国内外の航空機産業の状況が
理解できた

ジェットエンジンを理解すること
ができた。また、IHI様参入のプ
ロセスを学ぶことができた
航空機産業の整備事業を知
り、MRO事業への係わり方を学
ぶことができた
JISQとは何か？ISO９０００との
関連を学ぶ

作業の流れ准に説明いただ
き、MRO事業の理解ができた

品質，安全に対する取組が卓

日　時 会　　場

４７

１．基調講演　”国内外の航空機産業の現状と航空ビジョン”
１３：３０～

パレス宮城野
１７：００

４７

　　H２１年度研究会
参加人員 イ　ベ　ン　ト　内　容（概要） 成　　果 会員数

第３回 １４：００～ 株式会社ジャムコ
仙台整備工場１６：００

３０日

４６

第２回
１３：００～ 宮城県産業技術

総合センター１７：００

H２１年度研究会活動実績
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⇒地元企業への協力アイテムの開示

１２月１０日 １．セミナー”ジェットエンジンを知る” ◆
・１６社 株式会社ＩＨＩ 航空宇宙事業本部　相馬第二工場生産技術部　部長 櫻井 幹男　氏
・３団体 ２．《講習会》品質マネジメントＪＩＳＱ９１００　第２回 ◆
⇒３２名 Ｑ－マネジメントテクノ　代表 村田 稔　　 氏

３．会員企業によるニーズ・シーズ交換会 ◆ 会員企業間の連携を探る

Ｈ２２年 １月２０日 ◎ 株式 会社 ＩＨＩ相馬 事業 所 　 見学 会 ◆
・２２社 ・航空宇宙事業本部の紹介，相馬事業所の概要説明
・６団体 ・ジェットエンジン部品製造ライン、組立ラインの見学 ◆
⇒４３名 ・協力会社の係わり方

⇒生産革新展開中

１．セミナー”角田宇宙センターを知る” ◆
・１３社 宇宙航空研究開発機構　先進技術研究グループ　グループ長 苅田 丈士　氏

１３：１０～ ・３団体 ２．《講習会》品質マネジメントＪＩＳＱ９１００　第３回（最終回） 調達の仕組みを学んだ
⇒２４名 Ｑ－マネジメントテクノ　代表 村田 稔　　 氏 ◆

◎ＪＡＸＡ　角田宇宙セ ンター　見学会 ◆
・１９社 ・ラムジェットエンジン試験設備と研究内容 ・極低温インデューサ設備と研究内容

１３：３０～ ⇒３１名 ・高燃焼試験設備と研究内容 ・高温衝撃風洞試験設備と研究内容
・液水ロケットエンジン試験設備と研究内容

⇒参入意欲が喚起された

JISQとISO9001の相違点が理
解できた

JISQ９１００の概要を学び、取
得に際する課題を学んだ

各研究部署で、丁寧な説明を
受け、且つ、参加企業に、現物
を提示いただき、加工ポイント
等の説明を受けた

大型部品加工であるが、セル
生産を実践している

JAXAの活動を理解し、角田宇
宙センターの役割を学んだ

越している

４７

４７

４８

４８

相馬事業の役割、ジェットエン
ジンの構造を理解できた。

エンジンブレードが、同時５軸で
加工できる（展示）

２月２３日

第６回

第７回

宮城県分庁舎
魚信基ビル

宇宙航空研究開
発機構　角田宇
宙センター１６：３０

３月２３日

１６：３０

１３：３０～ 株式会社ＩＨＩ
相馬事業所１６：３０

第４回

第５回

１３：００～ 宮城県庁舎
１１０７会議室１５：００



H２２年度研究会活動実績



◎ファンボローエアーショー　 　Ｈ２２．７．１９（月）～２５日（日）

・出展企業 団体：　４０ヶ国　１，４５５企業 団体，日本から３１社　内 航空機市場技術研究会　１社（TDC)
・入場者数：　２２．８万人，ビジネス成約金額：　約４．３兆円

◎天津商談会 Ｈ２２．９．１５（水）天津市で開催

・参加企業：　秋田輸送機コンソーシアム　１２社，航空機市場技術研究会　１社(キョーユー）
・来場企業：　民間企業等１０団体来場

⇒参加企業１社あたり、２団体程度との面談を実施し、製品・技術のＰＲを行った。

・現地企業訪問　　Ｈ２２．９．１６（木）～１７日（金）
エアバス天津（中国企業とエアバス社との合弁企業：中国向け機体組立）
天津モーターダイス（自動車関係部品のプレス・金型製造）

H２２年度『航空機」市場・技術研究会

会員企業の展示会活動状況

グローバルエンジニ アリングコーポレーションチ ャイナ（自動化機械の製造・販売）

◎名古屋航空宇宙産業技術展 Ｈ２２．１１．２５（木）～２７日（土）　　ポートメッセなごや

・航空機研究会の共同出展：　５社（小野精工，キョーユー，登米精巧，本田精機，コイワイ）
・入場者数：　１１，００２人
・ＰＲ活動：　 高度電子協議会参加企業の紹介冊子２６０部配布

航空機研究会ブース訪問者 約４５０名，名刺交換　１５０名
⇒宮城県の製造業のＰＲと、航空機産業参入を目指す企業集団の紹介ができた

◎Ａｓｉａｎ Ａｅｒｏｓｐａｃｅ ２０１１ Ｈ２３．３．８（火）～１０日（木）　　香港国際博覧館

・航空機研究会共同出展：　６社（小野精工，キョーユー，登米精巧，本田精機，コイワイ，ＴＤＣ）
⇒出展者数：２５ヶ国・地域　　２５７企業・団体　総入場者数：１２，３００人

《次年度計画》

・東京国際航空宇宙産業展：　Ｈ２３．１０．２６（水）～２８日（金）　東京ビッグサイト

・Singapore Airshow ２０１２：　Ｈ２４．２．１４（火）～Ｈ２４．２．１９（日）　　



・・・専門部会活動・・・
◎第１回 専門部会

・Ｈ２２．１１．１６（１３：０５～１６：５０）
・サンドビックツーリングジャパン㈱瀬峰工場
・専門研修： テーマ “難削材の加工について”
・工場見学： 生産方式の紹介・工程見学
・参 加 ： １４企業・２団体（専門研修：２６名，工場見学：３２名）

H２２年度『航空機」市場・技術研究会

◎第２回 専門部会
・Ｈ２３．１．２６．（１３：３０～１６：３０）
・日進工具㈱ 仙台工場
・専門研修： テーマ “小径工具を用いた微細加工の紹介”
・工場見学： 工具製造工程見学
・参 加： １１企業・３団体（専門研修：２４名，工場見学：２４名）

（次年度計画）
今年度の加工に関するテーマの仕上げとして、ダイヤモンド工具を用いた加工を学び
更に、検査・設計関係を取り上げてゆく。
具体的展開に関しては、運営委員会にて協議し、推進してゆく。



活動成果（～２０１１．３．３１．）

・２００９年～２０１０年で４回の講習会を開催。JIS－Q9100について学んだ。
・アンクラジャパン㈱：　Ｈ２２．１１．１６．取得（航空機用貨物固定具）
・キョーユー㈱　：Ｈ２３年度中の認証取得を目指し、社内整備展開中
⇒会員企業でQMS未取得企業に、ISO-9100の取得に向けてアドバイス展開

1 ＪＡＭＣ０仙台工場
からの直接依頼
２ ０ ０ ９ ．７ ．～

2

3

・調査継続中

１．航空宇宙品質マネジメントシステムJIS-Q9100の取得推進

２．個別ビジネスマッチングの成果

　注文生産で あり、当該案件の受注を待って 商談が再開されると思われる
ＩＨＩ関連会社（ＩＪＳ相馬） ・大形エンジンの部品加工用丸物治具*５種類 ・１種類について 受注し、現在製作中で 課題は大形３次元測定機による

・航空機機体Ｏ／Ｈ時の部品の溶接補修作業 ・溶接作業について １社が選定され、社内認定に向け訓練受講

ＩＨＩ関連会社（ＩＪＳ本社）
の３名様が会員企業６社
調査　　（ ２ ０ １ ０ ．５ ．）

・エンジン組立て用の治工具の製作*５種類 ・宇宙飛翔体組付け治具を１社が受注し納品した。その後も継続中

・開発エンジンの要素試験用供試体製作*３種類 ・材料費が高く競争力が低くなっている。今回の分は断念

・機体洗浄装置の製作・据え付け*２種類 ・１種類について 見積提出し、金額について は妥当な ものと評価された模様、

引合いの経緯 引合いの内容 引合いの成果（概要）

・カドミメッキとクロムメッキの工程外注先
・陽極酸化処理及びアルミの熱処理の工程外注

3

4

（ ２ ０ １ ０．１ １ ．）

ＩＨＩ相馬工場　様

5 ＪＡＸＡ角田センター
内覧会
（ ２ ０ １ ０ ．５ ．）

・東北イノベーション ネットワーク会議への参画
⇒各県単位の共同受注組織体を基本に各県の強みを発揮しながら、東北地域における共同受注体組織の連携形成を目指す。
⇒各県の共同受注組織体で解決困難な場合、ネットワークを活用し、他県の共同受注体と連携する。

・H２３年度中に、宮城県で 、共同受注体を形成し、以降、自立した活動がで きるようにすること。
⇒共同受注体の、強み・弱みを認識し、他県連携も含め、補強策を構築してゆく。
⇒品質保証上、必要な計測機器の充実を行政にお願いしてゆく。

・海外マ ーケットへの積極進出の素地の形成
⇒海外展示会への参加を促し、国内外への市場参入を展開してゆく

・出展企業２１社、１団体 ・会員企業とのビジネス 交渉は数件あり、具体的な 商談成立について は２件

　ＪＡＸＡ関係者の見学　３７名 　について確認。

ＩＨＩ関連会社（ＩＮＣ）様か
ら見積依頼

・真空タンク容器一式の製作 ・３社の見積もりを提出し、現在発注先を選定中

・航空機エンジン加工治具 ・１～３社合計として 、約５点／月で の発注が行われて いると推定される

ＩＨＩ関連会社（ＩＪＳ相馬）
の２名様が会員企業２社
調査　　（ ２ ０ １ ０ ．６ ．）

・大形エンジンの部品加工用丸物治具*５種類 ・１種類について 受注し、現在製作中で 課題は大形３次元測定機による
　品質保証

３．今後の課題



・・・ H２３年度計画 ・・・

『航空機」市場・技術研究会



H23年度『航空機』市場技術研究会の進め方

H23年度：研究会最終年度

⇒『共同受注体』の形成をめざす

《具体的施策》
・中部圏，関東圏の川下企業へのPR活動，バイヤー招聘活動を強化する
→コーディネータ活動拠点を東京地区に配置し、活動範囲を拡大する

・『共同受注体』形成に向けて、検討部会（WG)を創設し、宮城県の実情に即した形・『共同受注体』形成に向けて、検討部会（WG)を創設し、宮城県の実情に即した形
を模索してゆく

・今後の国内外に於ける展示会出展活動に於いては、『共同受注体』をアピール
できるように、販促ツールを充実させる

・セミナー,専門部会活動は、『共同受注体』にとって、有益なカリキュラムを選定し
実践的な活動を展開してゆく

≪具体的活動展開に関しては、運営委員会にて協議を行い、推進を計る》



『航空機』市場・技術研究会 H23年度計画

◎運営委員会 ● ○ ○ ○ 　　　 ○ ○

・ 共同 受注 体形 成W G ☆ ☆ ☆ ☆

◎研究会
◎ ◎ ◎

２２ 中旬 中旬

・ セミナー ☆ ☆

・ 企業見学会 ☆

・ 技術内覧会 ☆

２０１１年 ２０１２年

４月 ９月 １０月 ３月７月 ８月

（平成 ２３年 　６月　３０日 ）

５月 ６月

・ （ 基 調 講 演 ）
東 北 大 流 体

研 ： 大 林 教 授

・ （ 事 例 発 表 ）
キ ョー ユ ー

第１回

秋 田 輸 送 機
Ｇ ・ 産 技 研 究

セン ター

１１月 １２月 １月 ２月

第３回第２回

具体的内容に関しては、運営委員会に於いて協議のうえ決める

・ 交流会 ☆

☆ ☆ ☆

★ ★ ☆ ☆ ☆ ☆
C D等 による招聘 企業 開拓

《情報収集》

・ 研究会会員企業

・ 関連企業（川下・川上）

・ 発注企業・関連機関

○ (2 6 ～ 2 8 ) ○ (1 4 ～ 1 9 )

倉元MＩＪＳ/立川 精
密工業 /横
浜エ ンジ ニ

ア リング

東京 ダイア
モ ンド

東京 国際 航
空宇 宙産 業

展

Si ng a pore
A i rShow201

2

☆

◎専門部会

◎バイヤ ーによる企業訪問

◎企業等訪問 （ コーディネータ）

IJ S

◎展示会出展

立 川 精 密 工 業

A MA TER A S
J A SPA  /オ
オタテ ク ノ

パー ク



市場・技術研究会活動のロードマップ

事業 Ｈ ２１ Ｈ ２２ Ｈ 23 Ｈ ２４ Ｈ ２５

最新市場・技術の
情報収集と提供

ビジネスマッチン
グ・受注促進

ＪＩＳＱ９１００認証
取得支援

技術開発支援

講演会・工場見学・情報収集

産学共同研究・支援機関のバックアップ

会員間・県内／東北・広域の推進

セミナー・コンサル

1212

○ＪＩＳ Ｑ９１００認証企業が核となり、県内企業のネットワークが構築され『共同受注体』の
基盤ができている。

○航空機関連企業との取引が新たに開始されている
→会員企業（中小企業）の生産高目標：Ｈ２３年度３．０億円（Ｈ２０年度２．４億円）

○航空機関連技術(複合材加工、５軸加工、設計データ処理技術等)が確立されている

技術開発支援

企業別強み増強
計画支援

企業連携の推進

産学共同研究・支援機関のバックアップ

企業訪問・計画支援

県内企業の強みを生かした連携

３年後のイメージ


